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Ⅰ 法人の概要（令和元年５月１日 現在） 

 

建学の精神    共 立 

 

人はいろいろな環境を克服しながら生きていく。 

          あらゆる人たちからの手が差し延べられ、そして自らも自らの及ぶ

能力を差し出すことで、共に助力し合い成長していく。 

教育をとおして、人類の永遠の課題であるこの互助の精神を涵養する。 

 

教 育 理 念    探 究・創 造・貢 献 

 

 

 

１．法人の名称   西野学園 

 

 

２．設置する学校、学科、附帯教育事業 

 

（１） 西野桜幼稚園 

札幌市西区西野４条６丁目１１－１５ 

 

保育年限 定員 学級数 

１年、２年、３年 ２４０ ９ 

 

（２） 西野第２桜幼稚園 

札幌市西区西町北１８丁目４－１５ 

 

保育年限 定員 学級数 

１年、２年、３年 ２７０ ９ 

 

（３） 札幌医学技術福祉歯科専門学校 

札幌市中央区南５条西１１丁目１２８９－５ 

 

    【専門課程】   

分野 学科 昼夜 修業年限 定員 学級数 

医療 臨床検査技師科 昼間 ３年 ２４０ ６ 

教育社会福祉 介護福祉士科 昼間 ２年 ８０ ２ 

医療 理学療法士科 昼間 ３年 １２０ ３ 

医療 臨床工学技士科 昼間 ３年 １２０ ３ 

医療 言語聴覚士科 昼間 ３年 １２０ ３ 

医療 歯科衛生士科 昼間 ３年 １５０ ３ 

医療 作業療法士科 昼間 ３年 １２０ ３ 

合計 ９５０ ２３ 



 

    【附帯教育事業】 

養成施設等 形態 修業年限 定員 

看護科２年課程（通信制）  通信 ２年 ５００ 

社会福祉士通信課程 通信 １年１０か月 ６００ 

介護福祉士実務者研修通信科 通信 ６か月 ８０ 

介護職員初任者研修 通学・通信 ８か月 ４０ 

 

（４） 札 幌 心 療 福 祉 専 門 学 校 

    札幌市中央区北２条西２０丁目２－１８ 

 

    【専門課程】 

分野 学科 昼夜 修業年限 定員 学級数 

教育社会福祉 精神保健福祉科 昼間 ３年 １２０ ３ 

合計 １２０ ３ 

 

（５） 函 館 臨 床 福 祉 専 門 学 校 

    函館市美原１丁目１５－１ 

 

    【専門課程】 

分野 学科 昼夜 修業年限 定員 学級数 

教育社会福祉 介護福祉士科 昼間 ２年 ８０ ２ 

教育社会福祉 社会福祉科 昼間 ３年 １２０ ３ 

合計 ２００ ５ 

 

（６） 札幌リハビリテーション専門学校 

    札幌市中央区北４条西１９丁目１－３ 

 

    【専門課程】 

分野 学科 昼夜 修業年限 定員 学級数 

医療 理学療法士科 昼間 ４年 １６０ ４ 

医療 作業療法士科 昼間 ４年 １６０ ４ 

合計 ３２０ ８ 

 

（７） 【収益事業】 

さくらキッズクラブ    学童保育（放課後児童健全育成事業） 

    山の手  札幌市西区山の手３条２丁目２－１ 

    円 山  札幌市中央区北２条西２０丁目２－１８ 

 

 

 

 

 



 

３．法人の沿革 

 

    昭和４０年 ２月１８日  西野桜幼稚園設置（個人立） 

      昭和４３年 １月１０日   学校法人西野学園設立認可 

       昭和４５年１１月 ５日   西野第２桜幼稚園設置認可 

       昭和５３年 ３月 ３日   札幌西調理師高等専修学校設置認可 

       昭和５７年 ３月１９日   札幌医学技術専門学校設置認可 

       昭和６０年１２月 ４日   札幌システムラボラトリー専門学校設置認可 

       昭和６２年 ３月３１日   札幌西調理師高等専修学校廃止 

       平成 ４年 ４月 １日   札幌医学技術専門学校の校名を変更 

                         「札幌医学技術福祉専門学校」 

                  札幌システムラボラトリー専門学校の校名を変更 

                                            「札幌医療科学専門学校」 

       平成 ８年１１月２８日   札幌医福経営専門学校設置認可 

       平成 ９年 ３月１４日   函館臨床福祉専門学校設置認可 

        

平成１１年 ４月 １日    札幌医福経営専門学校の校名を変更 

                                               「札幌心療福祉専門学校」 

       平成１３年 ３月３０日   札幌リハビリテーション専門学校設置認可 

    平成２１年 ６月 １日  学童保育さくらキッズクラブ開設 

平成２４年 ３月３１日  札幌医学技術福祉専門学校との校名統合により 

札幌医療科学専門学校を廃校 

    平成２４年 ４月 １日  札幌医学技術福祉専門学校の校名を変更 

                         「札幌医学技術福祉歯科専門学校」 

 

 

４．役員名簿（令和元年６月１日現在）          定員 理事６名 監事２名 

１号  この法人の設置する学校の園長（校長） 

２号  評議員のうちから評議員会において選任した者 

３号  学識経験者のうち理事会において選任した者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職名 役職 氏名 常勤・非常勤の別 選任区分 

理事 理事長 前鼻 英蔵 常勤 １号 

理事 相談役 前鼻 時彦 常勤 3 号 

理事 学生サポートセンター長 南部 詠子 常勤 ２号 

理事 事務長 市川 貴紀 常勤 2 号 

理事  佐藤 好和 非常勤 ３号 

理事  宮田 節也 非常勤 ３号 

監事   福井 利雄 非常勤   

監事   澤田 和宏 非常勤   



５．評議員名簿（令和元年６月１日現在）               定員 １３名 

１号  この法人の職員で理事会において推薦された者のうちから、評議員会において選任した者 

２号  この法人の設置する学校を卒業した者で年令２５年以上のもののうちから、理事会において選任した者 

３号  学識経験者のうちから、理事会において選任した者 

 

 

６．教職員数 

 

   ・幼 稚 園： 本務教員  ３０名、本務職員２２名、 

    ・専門学校： 本務教員  ８８名、本務職員４７名、兼務教員４０７名 

 

 

７．総定員及び在籍数  

 

学校名 定員 在籍 

西野桜幼稚園 ２４０名 ２４０名 

西野第２桜幼稚園 ２７０名 ２２０名 

札幌医学技術福祉歯科専門学校 ９５０名 ６３４名 

札幌心療福祉専門学校 １２０名  ４０名 

函館臨床福祉専門学校 ２００名  ５５名 

札幌リハビリテーション専門学校 ３２０名 ２０５名 

 

・札幌医学技術福祉歯科専門学校 附帯教育事業   

 

看護科２年課程(通信制） 総定員    ５００名、在籍 ４１１名 

社会福祉士通信課程   総定員    ６００名、在籍 １９５名 

 

   ・学童保育   さくらキッズクラブ          レギュラー  ５１名 

スポット   ２１名 

合   計  ７２名 

職名 役職 氏名 常勤・非常勤の別 選任区分 

評議員 理事長 前鼻 英蔵 常勤 ３号 

評議員 相談役 前鼻 時彦 常勤 ３号 

評議員 学生サポートセンター長  南部 詠子 常勤 １号  

評議員 事務長 市川 貴紀 常勤 １号 

評議員 財務顧問 前鼻 晴雄 常勤 ３号 

評議員 事務次長 理寛寺 忠広 常勤 ２号  

評議員 FD・SD 推進室長 米田  裕義 常勤 ３号 

評議員 専門学校 校長 佐々木  雅男 常勤 ３号 

評議員 福祉部 統括部長 山本  孝之 常勤 ３号 

評議員 医療技術部 統括部長 佐藤  忠 常勤 ３号 

評議員 財務経理マネージャー 万行 輝彦 常勤 ３号 

評議員  佐藤 好和 非常勤 ３号  

評議員  宮田 節也 非常勤 ３号 



 

Ⅱ 事業の概要 

 

１．幼稚園 

 

（１） 建築資材不足により計画延期となっていた西野桜幼稚園園舎新築に伴う建築業者選

定にあたり、５社に見積を依頼、令和元年１１月１１日に見積合わせによる選定を

行った結果、㈱ピーエス三菱に決定した。令和２年１２月の完成に向け、さらなる

保育内容の充実を図る。 

 

（２） 西野第２桜幼稚園園舎の内、昭和５２年に建築した園舎部分は旧耐震基準で建てら

れた古い建物であり、耐震補強が必要と考えられることから耐震診断を行った。 

 

（３） 人事評価で人材育成が図られ、幼稚園教職員がモチベーションを高く働いていける

よう、給与体系及び人事評価制度の見直しを行った。 

 

２．専門学校 

 

（１） 平成２９年度からスタートした３年計画の 3 つの学園内委員会「ＩＣＴ教育、わか

る授業への取組み」「教職員研修制度の充実」「学園同窓会の検討」が最終年度を迎

え、より質の高い教育活動を実現するための改善が図られた。「わかる授業推進委員

会」ではシラバスの電子化、「研修・コンプライアンス委員会」では学園研修体系の

具現化、「産学連携・地域事業開発委員会」では西野学園同窓会「西桜会」設立など、

それぞれの委員会で活発な活動を行った。 

 

（２） 平日２０時３０分まで開放している西野学園図書館の蔵書を約１，０００冊増やし

たことで、医療福祉分野に特化した専門書籍の蔵書が３０，０００冊を超え、学習

環境の充実を図るとともに学生及び卒業生の学ぶ機会を増やした。 

 

（３） 学習面、生活面、就職面のフォローアップを行う学生サポートセンターを中心に、

学生の学習意欲及び学習環境を向上させることで退学者数の減少に努めた結果、休

退学率が４．４％（前年度４．３％）と２年連続で５％未満に抑えることができた。 

 

（４） 道内高等学校及び学生、地域の方や社会人が西野学園を意識し触れる機会をもてる

イベントを行い、体験入学や見学会参加者の出願率増加を図った。また、西野学園

の認知度を向上させるため動画コンテンツの拡充やインターネット出願の開始など

広報活動の強化を図った。 

さらに、中国や東南アジアを中心とした留学生へのアプローチ、さらに北海道外か

らの移住促進のため北海道内自治体とタイアップした「移住入学制度」の展開など、

出願対象の拡大に向けた取り組みを行った。 

 

（５） 厚生年金の支給開始年齢の引き上げや高齢者雇用安定法が改正され、今後６５歳ま

での嘱託職員の活躍が学園の成長ポイントとなることから再雇用教職員の規程を改

定し、人事考課制度や時間短縮勤務制度の導入など、再雇用職員の人事制度の見直

しを図った。 

 

（６） 札幌医学技術福祉歯科専門学校附帯教育事業の看護科２年課程(通信制）において、

平成１７年度の開設以来、授業料据え置きのまま１４年が経過したが、教材などの

経費や人件費等の増加により、従前の授業料を今後維持することが困難となったた

め、令和２年度入学生から授業料等の変更を行った。 



（７） FD・SD 推進室 教職員研修実績 

     FD 研修 

①  初任者授業研修 

②  教育技術研修「ルーブリック評価を用いたアクティブラーニング研修会」 

③  ICT 研修「Glexa 基礎」「Excel 基礎」「Excel 応用」 

④  シラバスに関する研修 

     SD 研修 

①  初任者研修「入職時研修」「危機管理研修」「教務事務に関する研修」 

②  学生指導に関する研修「担任業務」「学生指導」「保護者対応」 

③  現状認識研修、広報キャンプ 

④  夏季教職員研修、冬季教職員研修、春季教職員研修 

⑤  情報セキュ リティに関する基礎研修（e-ラーニング） 

 

（８） 低所得者世帯の修学に対する経済的負担の軽減として、①授業料及び入学金の減免、

②給付型奨学金の支給による「修学支援新制度」が令和２年度施行開始となるため、

西野学園専門課程４校において、機関要件確認申請を経て、令和元年９月３０日付

で令和２年度在校生（入学生含む）に対する適用が認可された。 

 

３．学童保育 

    

円山・桑園地域にさくらキッズクラブ（円山）を開設した。小学校・習い事教室・自

宅への送迎と宿題指導や最長夜８時までの保育対応など、忙しい保護者のライフス

タイルに合わせたサービスが好評であった。さくらキッズクラブ（山の手）では、書

道教室に加えて学研教室も開講し、館内での習い事をより充実させることができた。 

 

４．その他 

 

ロボットプログラミング教育を通じて、未来を担う子ども達の「夢を実現するチカラ」

を育み、主体性と最後までやり抜く力を養うことを目的として、令和２年４月からプ

ログラミング教室を設置、収益事業（教育、学習支援業）として展開するための開設

準備を行った。 

      

 

Ⅲ 財務の概要 

 

１．資金収支計算書（平成 31 年 4 月 1 日～令和２年３月 31 日） 

 

（１）収入の部 

ア 幼稚園の在園児数は前年より 18 名増加、専門学校は 4 校で 22 名減少、通信課程

では看護科 2 年課程 86 名減少、社会福祉通信課程 31 名が減少となり、学納金収

入が 83,589 千円(5.1%減)の減少となった。 

イ  補助金収入は、幼稚園の管理運営補助金及び札幌市の幼稚園特別支援事業補助金

の増加、北海道私学振興基金協会の耐震診断補助金の収入があり、15,930 千円

(11.8%増)の増加となった。 

ウ  札幌市西区西野 2 条 2 丁目の土地を 162,000 千円で売却したことと、有価証券(債

券)の償還が 750,000 千円増加したため、資産売却収入が増加した。 

また、債券利金収入が増加したため、受取利息・配当金収入が 6,624 千円（37.9％

増）増額となった。 



 

エ  札幌市西区西野 2 条 2 丁目の土地売却があったため、事業活動収支で基本金の取

崩 122,404 千円があった。 

 

（２）支出の部 

ア 資金収支の人件費は、教職員の退職金の増加 12,383 千円の増加があり、全体では

1,081,635 千円と前年比 1.5％の増加となった。 

イ 経費では、公租公課、報酬手数料が増加となったが、広報費が削減されたため、全

体では 537,220 千円となり、前年度より 3,927 千円の減少となった。 

ウ  西野第 2 桜幼稚園の園庭工事、医学校の屋根の防水工事等があったため、施設関係

支出が 66,202 千円となった。 

エ  有価証券(債券)の購入等が増額となったため、資産運用支出が前年より 193,711 千

円増加し、1,691,848 千円となった。 

 

２．貸借対照表 

 

（１） 資産の部  

総資産 13,226,996 千円のうち、固定資産は 10,090,004 千円、流動資産は 3,136,992 

千円となった。固定資産は、札幌市西区西野 2条 2丁目の土地売却等があったため、

前年度対比 41,729 千円減額となり、流動資産は前年度比 8,753 千円増額した。 

 

（２） 負債の部 

総負債 611,403 千円のうち、固定負債は 223,565 千円、流動負債は 387,838 千円と

なった。総資産から総負債を差し引いた正味資産は 12,615,195 千円となり、前年対

比 3,093 千円減少した。  

 

（３） 純資産の部 

純資産 12,615,593 千円のうち、基本金の当期組入額は 71,980 千円、土地売却によ

る基本金の取崩 122,404 千円があったため、基本金合計額は 9,880,866 千円となっ

た。 

 

（４）減価償却の累計額は、2,375,950 千円となった。 

 

 

３．財務比率 

 

（１）経常収入に対する学生生徒等納付金の割合は 86.5％であった。 

 

（２）経常収入に対する補助金の割合は 8.3％であった。 

 

（３）支出経常収入に対する人件費比率は 59.4％であった。 

 

（４）経常収入に対する経費の割合は 42.9％であった。 

 

 

 

 

 



【令和元年度決算報告】 

１．資金収支計算書（平成 31 年 4 月 1 日～令和２年 3 月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．事業活動収支計算書（平成 31 年 4 月 1 日～令和２年 3 月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位　円）

学生生徒等納付金 ( 1,611,397,000 ) ( 1,562,160,579 ) ( 49,236,421 )

保 育 料 ・ 授 業 料 1,295,740,000 1,190,915,205 104,824,795

入 園 料 ・ 入 学 金 93,800,000 90,435,000 3,365,000

実 験 実 習 料 24,805,000 23,690,000 1,115,000

施 設 設 備 資 金 141,300,000 137,700,000 3,600,000

教 材 料 47,448,000 44,729,574 2,718,426

暖 房 料 3,544,000 3,696,000 ▲ 152,000

安 全 管 理 費 用 4,760,000 4,590,000 170,000

施 設 等 利 用 給 付 費 収 入 0 66,404,800 ▲ 66,404,800

手　　数　　料 ( 12,850,000 ) ( 11,557,100 ) ( 1,292,900 )

入 園 ・ 入 学 検 定 料 12,360,000 11,156,000 1,204,000

証 明 手 数 料 490,000 401,100 88,900

寄    付    金 ( 6,000,000 ) ( 5,400,000 ) ( 600,000 )

一 般 寄 付 金 6,000,000 5,400,000 600,000

経常費等補助金 ( 150,510,000 ) ( 150,385,428 ) ( 124,572 )

道 管 理 運 営 費 補 助 金 収 入 129,910,000 129,831,000 79,000

市 町 村 補 助 金 収 入 19,300,000 19,254,428 45,572

そ の 他 補 助 金 収 入 　 1,300,000 1,300,000 0

付随事業収入 （ 44,940,000 ） （ 38,852,723 ） （ 6,087,277 ）

補 助 活 動 事 業 収 入 10,340,000 9,628,588 711,412

受 託 事 業 収 入 12,000,000 8,407,805 3,592,195

学 童 保 育 事 業 収 入 22,600,000 20,816,330 1,783,670

雑　　収　　入 ( 14,300,000 ) ( 13,950,480 ) ( 349,520 )

北 私 幼 退 職 手 当 資 金 交 付 金 収 入 500,000 484,956 15,044

そ の 他 の 雑 収 入 13,800,000 13,465,524 334,476

教育活動収入計 1,839,997,000 1,782,306,310 57,690,690

人件費 ( 1,101,340,000 ) ( 1,072,905,398 ) ( 28,434,602 )

教 員 人 件 費 751,300,000 734,872,969 16,427,031

職 員 人 件 費 312,800,000 301,629,685 11,170,315

役 員 報 酬 7,800,000 5,400,000 2,400,000

退 職 金 1,000,000 7,084,956 ▲ 6,084,956

退 職 給 与 引 当 金 繰 入 額 27,440,000 22,641,400 4,798,600

そ の 他 人 件 費 1,000,000 1,276,388 ▲ 276,388

経費 ( 776,510,000 ) ( 775,269,315 ) ( 1,240,685 )

消 耗 品 費 17,700,000 17,817,193 ▲ 117,193

光 熱 水 費 44,200,000 44,081,217 118,783

旅 費 交 通 費 25,050,000 24,496,538 553,462

教 材 費 40,950,000 39,162,060 1,787,940

車 両 燃 料 費 3,200,000 2,486,241 713,759

福 利 費 6,250,000 6,187,650 62,350

通 信 運 搬 費 21,250,000 20,913,265 336,735

奨 学 金 費 27,900,000 29,204,430 ▲ 1,304,430

保 健 衛 生 費 5,770,000 5,708,531 61,469

研 修 ・ 研 究 費 9,000,000 8,827,757 172,243

修 繕 費 14,500,000 16,479,462 ▲ 1,979,462

損 害 保 険 料 13,400,000 13,052,912 347,088

賃 借 料 3,020,000 2,154,745 865,255

公 租 公 課 8,100,000 7,787,076 312,924

諸 会 費 4,330,000 3,994,800 335,200

渉 外 ・ 会 議 費 14,150,000 15,578,308 ▲ 1,428,308

報 酬 委 託 手 数 料 167,000,000 178,877,177 ▲ 11,877,177

広 報 費 57,600,000 48,738,259 8,861,741

行 事 費 5,250,000 5,195,110 54,890

雑 費 190,000 1,385,216 ▲ 1,195,216

減 価 償 却 額 240,400,000 237,974,666 2,425,334

受 託 事 業 収 入 原 価 23,000,000 21,536,937 1,463,063

学 童 保 育 事 業 原 価 24,300,000 23,629,765 670,235

教育活動支出計 1,877,850,000 1,848,174,713 29,675,287

教育活動収支差額 ▲ 37,853,000 ▲ 65,868,403 28,015,403

区分 科　　　　　　　　目 予　　　　　　　　算 決　　　　　　　　算 差　　　　　　　　異

教
　
育
　
活
　
動
　
収
　
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受取利息・配当金 ( 22,700,000 ) ( 22,655,909 ) ( 44,091 )

そ の 他 の 受 取 利 息 ・ 配 当 金 22,700,000 22,655,909 44,091

その他の教育活動外収入 ( 2,000,000 ) ( 1,034,373 ) ( 965,627 )

そ の 他 の 雑 収 入 2,000,000 1,034,373 965,627

教育活動外収入計 24,700,000 23,690,282 1,009,718

その他の教育活動外支出 ( 2,000,000 ) ( 1,034,373 ) ( 965,627 )

そ の 他 の 雑 費 用 2,000,000 1,034,373 965,627

教育活動外支出計 2,000,000 1,034,373 965,627

教育活動外収支差額 22,700,000 22,655,909 44,091

経常収支差額 ▲ 15,153,000 ▲ 43,212,494 28,059,494

資産売却額 ( 40,526,000 ) ( 40,517,219 ) ( 8,781 )

不 動 産 処 分 差 額 39,600,000 39,595,742 4,258

車 両 売 却 差 額 220,000 215,999 4,001

有 価 証 券 売 却 差 額 706,000 705,478 522

そ の 他 資 産 売 却 差 額 0 0

特別収入計 40,526,000 40,517,219 8,781

資産処分額 ( 1,000 ) ( 112 ) ( 888 )

そ の 他 資 産 処 分 差 額 1,000 112 888

その他の特別支出 ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

そ の 他 の 教 育 活 動 外 支 出

過 年 度 修 正 額

特別支出計 1,000 112 888

特別収支差額 40,525,000 40,517,107 7,893

予　備　費 7,000,000 0 7,000,000

基本金組入前当年度収支差額 18,372,000 ▲ 2,695,387 21,067,387

基本金組入額合計 ▲ 84,166,000 ▲ 71,980,606 ▲ 12,185,394

当年度収支差額 ▲ 65,794,000 ▲ 74,675,993 8,881,993

前年度繰越収支差額 2,686,998,839 2,686,998,839 0

基本金取崩額 133,723,258 122,404,258 11,319,000

翌年度繰越収支差額 2,754,928,097 2,734,727,104 20,200,993
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３．貸借対照表（令和２年 3 月 31 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．財産目録（令和２年 3 月 31 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料．第２号基本金の組入れに係る計画表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５．令和元年度監査報告 

 

 

 


